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Abstract

　 Common 　color 　narnes 　are 　understood 　 by　everyone ，　and 　 everyone 　must 　be　able 　to　 imagine　the

colQrs
，
　but　a　sQGiety 　of　rapid 「y　changjng 　times，　and 　developmg 　d「versification 　and 　indlvidua「izatlon

，

ls　no 重 necessarily 　Iimlted　to　a　unlfied 　recognit 「on ．↑herefore，　we 　conduGted 　a　survey 　of　young 　men

regarding 　 hQw　color 　names 　are 　 recognized ，　and 　 factors　exerting 　 influence　on 　that　reGognit 「on ，　and

performed　a　comparatlve 　investigation　with　Part　1−2，

　Wi †h　young 　 men ，　from　 105　Go 「or 　names 　 seleGted 　from ’IJIS
　Z　8012”，53．3％ Golor 　 names 　were

recognized ，18．1％ were 　vaguely 　reoognized ，　and 　28．6％ were 　not 　recognized ，

　Seven 　faGtors　were 　ex †racted 　from　faGtor　analysis　of　the 「ife　awareness 　of　thθ survey 　subjects 、　and

adifferenoe 　between 　men 　and 　women 　was 　seen 　ln　factorcompositjon．　This　was 　that　men 　were 　more

interested　than　women 　m 　economics 　and 　foreign　culture
，
　and 　 less　 interested　 in　handicrafts，　Men ，

s

degree　Qf　reGQgnit 「Qn 　of　cobr 　names 　was 　hlgh　in　suGh 　directly　named 　GolQrnames 　as 　the　p「gments
」5JIS

　S　6028 「’
，

“JIS　S　6026 ”
，　and

“JiS　S　6006「’，　Women 　were 　better　able 　to　correctly 　grasp　the　color

of　color 　names 　than　men
，
　and 　the †act 　tha†they　recognize 　many 　cO 「or　names 　ls　consldered 　to　 be

influenced　 by　greater　lnterest　in　wOmenls 　clothing 　 colOrs 　and 　 colors 　 in　 general，　Moreover ，　 cobr

names 　strongly 　related　to　Gulture　and 　the　IMng　environment 　were 　tied　tQ　a　hlgh　Ievel　of　recognition ，

and 　a　tendency 　forwarm 　colQrs 　to　be　easier †o　recognize 　that　cooF 　colors 　or　purple一廿nt　colors 　was

a1So 　Seen 　ir匹 言he　men
’
S　Survey ，

要　旨

　慣用色名は誰にで も理解され，色が想像 で きるもの で なけれ ばならな いのだが，時代変化の激 しざと ， 多様化，

個性化の進展 して い る社会の なかで，認識が必すしも
一

致する とは限らな い 。 そ のため，色名が どの ように認識さ

れて い る か，ま た，そ の 認識に 影響を及 ぼす諸要因 に つ い て，若年層の 男 子 に調査を実施 し，第 1報，第 2報と比

較検討 した 。

　若年層の男子 におい て は，UIS 　Z　8012から選出した 105語の 慣用 色名で，認識がされて い る 色名は53．3％，認

識があい ま い な色名は IB．1％，認識がざれ Z いない色名は28．6％で あっ た 。 被調査者の 生活意識の 因子 分析で は 7

因子が抽出 さ れ ， 因子の構造 に 男女間 で 差 が み ら れ た 。 男子 は 女 子 よ り， 経済や外国の 文化に 関 心 が高く
，

手 工 芸

には関心は低 い傾向にあ っ た 。 男子 の色名 の認識度 は，」」ISS6 目28，　 JPSS6026 ，　 JISS6006 などの顔料

に直接 ， 記名され て ある色名で ， 認識が高か っ た
。 女子は男子 より色名の色 を 正 確 に把握 し

， 色名も多く認識し て

いた。こ れは，女性の服装色や色 に対する関心 が高 いことか，影響 して いると考える。また，文化や生活環境 と深

く結び つ い た色名が ， 高い認識に つ ながり ， 暖色系統の 色名は ， 寒色 ， 紫系統の色名よ り認識されやす い 傾向が ，

男子 の 調査 で もみ られた 。

［＝ ：＝ ＝＝ ＝ ＝：：＝ ：＝：＝コ 1 ［一 一　 二 　　　二二 ：コ
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　釀．緒言

　慣用色名に は ， 色 の 想起がかなり正確 に伝達 で きる

色名もある が，社会変化の激しい今日にお い て は，そ

の認識 に世代差がみ られる色名がある
DE〕

。 また，情

報化社会 の ため，さまざまな分野で 多様化，個性化が

進展 して お り，同世代の男女間 で も ， 生活の意識や関

心 に対 して 多様化がみ られ，そ の相遡 よ 色名の 認識

にも影響を与えると考え られる 。 そ こ で，今回は性差

が色名の 認識に与える影響につ いて ， 若年層の男子を

対象と し た調査を実施 し。 第 1報，第 2報との 比較か

ら検討 した 。

　2．調査方法

調査は，第 1報，第 2報と同
一

の 質問紙調査法によ

り，菖 都 圏在 住の 男 子 16− 18歳の 14日名 を対 象に，

19B9年冒月に実施した 。 第 1報，第 2報の女子の結果

と比較し， 性差につ い て検討する 方式を とっ た。

　3。集計及び解析方法

　第 ｝報と同じで ある 。 また ， 第 1報と第 3報の被諷

査者間の κ
2
検定，平均値の 差 の検定も行 っ た 。

　4。結果及び考察

　4c　1．慣用邑名の認識農

　調査に用 い た慣用色名は旧5語で ある 。 旧5語を単純

集計 した結果を．第 1報の 基準で下記の 3 つ に大別 し

た 。

　  慣用色名の色域が認識されて い る色名 ：56語

　　 （53．3％）

　  慣用色名の色域があい ま い な色名 ：19語

　　 （18．1％）

　◎慣用色名の 色域が認識され て い な い 色名 ：30語

　　 （2B．6％）

　      の結果 は第 1報の女子の結果 とκ験 定を 行

っ たが ， 有意差は認め られず ， こ の分類 では性差がみ

られなか っ た。

　4。2。慣用麁名の反応色域 と」旧 幢 との比較

　慣用色名の認識度 で 大別 した 3 グループをJLS 値
3｝

と比較 し，反応傾向によ り9タイプ に分類 （表 1− 1

A ， 2A ，　1　 B ， 28 ， 3B ，　10 ， 20 ， 1D ， 1

E ）を行 い
， 性差，世代差の顕著な色名 を，図 1に示

した。また ， 同世代の男女の分類結果を，比較考察し

た 。

［：＝ 　　＝ 　　…　　 ． 二＿二］

　 1A の 12語の色名は，被調査者の 35％以上が JIS

値 の 近似 した色票 に 集中する反応を示 し ， また JIS

値を申心 にした色域の 周辺 の 色票にも反応 はあるが高

い反応はみ られな い もの で ある 。 こ の ような こ とか ら，

こ の色名は色をかなり正確に伝達 で き る色名と い え る 。

12語の うち，だ い だ い （又 はオ レ ン ジ），かき （柿）

色，肌色 ， あ い （藍）色 ， 山吹色など1D語 は女子 で も

1A に分類された 。 しか し女子 で はレモ ン色は 2A に，

コ コ ア色は 1B に分類されたが， 1A に属する色名は ，

男 子 よ り 8語多か っ た。こ れらの 色名は 日常よく見か

ける事物の 色名や顔料，染料名など で あるが，女子 の

方が色み を 正 し く把握 し，より多くの 色名 を 認識 して

いる傾向がある 。

　 2A に属す る墨 （す み ）， か ら し （芥子）色 ， 茶色

（ブ ラ ウ ン），チ ョ コ レ
ー

ト色 の 4語の 色 は，JIS 値

近似色票 にはそれほど高い 反応は せず，JIS値より，

やや色域の異なる色票 に 顕著 に 反応 した も の で ある。

女子 で も こ れ らの色名は，？A に分類され，男女同じ

ような反応傾向がみ られたが，4 語とも女子の 方が高

い 反応を示 し た。
ま た女子は こ れ以外 に も 2A に属す

る色名が 8語あ っ た 。

　 1B の 6語は， 1A の反応傾向に 似て い るが」旧

値の近似色票に 1A ほど顕著で な い もの である 。 6語

のうち ， 黄止色 （イエ ロ
ー

オ
ー

カ
ー

），くり （栗）色，

ロ
ー

ズ ，
エ メラ ル ドグ リ

ー
ン は ， 女子 で も 1B に分類

さ れ た が，ワ イ ン レ ッ ド，らく だ 色 は，女 子 で は

JIS値の近似色票 に高い 反応を示す iA に属 した 。

各色名とも女子 の方がJIS 値近似色票 に高 い 反応が

み られ，女子 の 方が正確に色名を認識して い る こ とか

うかがえ る 。

　 2B の 22語 は，色名 に 対 し色をイメ
ー

ジはする が個

人差が生 じ， 」［S 値近似色票を中心 に近隣する 2〜

4 色 で 平均 的 に 反応 して い る も の で あ る 。 22語 の 色名

の申で ，焦茶 （バーン トア ン バー），空色 （ス カイブ

ル
ー）， 桃色など B語 は女子でも 2B に分類され ， 色

票 へ の反応傾向に男女 の 差が少なか っ た。しか し，女

子 で は象 げ （牙）色 ， 小麦色 ， 紅 （べ に）色など 5語

は 1A ，また水色，ビン ク，紫紺は 2A ，卵色，ねず

み （鼠）色 な ど 4語 は 1B に分 類 さ れ，男 子 よ り

JIS 値近似色票や，やや色域の 異 な る色票 に麋中し

て反応する 傾向がみ られた 。 こ の 2B タイプの分類で

も女子の方が，多くの語を知 っ て い る結果とな っ た 。

　 3B の 12語の色名は，　 J旧 慎近似色票 へ の反 応が

2B よ りざ らに低 く ，
　 JIS値か らやや離れ たと こ ろ

2L 　　二＝ ：二＝＝二二＝ ：＝二＝］
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表 1　 慣用色名とそ の 反応色 （男子 ）

1A
醜

（ ）由来

10 ％ 以 上 の 鵬 （ ）PCCS ト
ー

ン の略号 ※は JIS 値近似色

〔　 〕Jis 近似色 10 ％ 未満

且

の反応

o％未潘 回答不可

だい だい   ンジ） （植） 了且．6％（v5）※ 10．8％（甫） 戛7．6駕 o．鴫

か き （柿）色 （植） 50 ，眺 （Ψ5）※ 25 ，7％（Ψ4） 10．8％（v3） 10 ．8罵 2．了需

肌色 （他） 48 ．6財（面）※ 14 ．9％（P4） 且4．9％Gt6） 21 ．6鰭 o．o％
あい 儼）色 （植） 哩了．3％（dp18）※ 10，8鬼（Ψ互9） 35 ．1觜 6．8器
山吹色 （槙） 45 ．3財（Ψ7）※ 16 曾2彫（Ψ6） 28 ．4需 lo ．1罵
レモ ン色 （極） 39 ，2％（v8）※ 34 ．5％（［t8） 21 ，6鑑 q．嬬

ク リ
ー

ム色 （飲） 39 ，2％（P8）※ 14 ．9％（lt8） 13．5霜（ofr紹） 3 韮．7％ o．了箔

朱色 （’｛
一ミll朷 （鉱） 38 ．5寄（v3）※ 25 ．7％（vの 12．2％（v2） 12 ．8器 iO。8％

たんぽぽ色 （植） 38．5％（v8）※ 23 ．o器（v7 ） 14 ，2渚（lt8） 目 『5％ 12 ．8需

コ コ ア 色 （飮） 38 ．5鮒（曲 4）※ 22 ．3％（齪 ） 39 ．2％ o．G ％

ひ まわ り色 （櫃〉 35 ．1鬼（v7 ）※ 35 ．1％（v8 ） 晝9．了器 且 ．嬬

灘 （  36 ．5％（P24）※ 19 ．6粥（lt24） 39 ．2竃 4．7％

2A
墨 （すみ〉　 　 　 （他） 57 。4％（Nl．9） 且6．9鑑（N2の ※ 23 ．7冩 2．曜

か ら し （芥子）色 （植） 39 ．8鑑（v8） 藍6．2％（v7） 〔O．O％（d8）　 ※〕 2 了．弖％ 16 。9冩

茶色 （ブラウソ）　　 （植） 39 ．8冤（dk4） 36 ．5％（dp4） 〔弓．1％（dk6） ※〕 23 ．7瑤 0．o駕
チ ョ コ レ

ー
ト色 　 （飮） 36 ．5％（dk4） 34 ．5％（雌 ） 〔9．5累（d  2）※〕 29 ．0屠 o．眺

1B
ワ イ ン レ ッ ド （飮） 33 ，1％（dp2の ※ 27 ．了％（v24 ） iO甲8％（vi） 20 ．3％ 8．端

ら くだ色 働 ） 27 。0箔（d6）※ 25 ．0％（dp6） 35 ，8器 12 ．2％
くり （栗）色 （植） 25．7鮒（dk4）※ 21曾6器（慮6） 12．8％（dp4） 12．2毘（齪 ） 25．了駕 2．o％
ロ
ーズ （植） 24 ．3％（vl）※ 22 ．3％（v24 ） 10．8陽（dP24） 3 了．9器 《．窩

黄土色 （イ工日
一
オ
ーh−｝（鉱） 23 ．o％（d面） 20 ．2累（dp8）※ 10、1慝（峪） 10．1財（v了） 2 了．璃 9．5％

ヱメラ酵 鉾1ウ ． （鉱） 23 ．0屠（b12）※ 12，8覧（bi4） 10。8罵（m2 ） 48 ，7％ 4．7％

2B
焦茶 （’←ソト了ンバう　（植） 1τ脇（d  6）※ 16．｛斑（dk2＞ 155％（dk4） 1巨5男（dk6） 隻4蝋 d  2） 12跳（d  戞） 8．1％ 0．0客

ピン ク　 　 　 　 （植） 箆 3竃（【t2）※ 皿 9鮒（p24） 2α劉 （p2） 155彫（1t24） n ！％Gt24） 田 ．3器 0．7冨

空色 （肋 朸卜）　 （他） 正a5鰭（p16）※ 正55需（bl8） 14驪（b16） Ia鏡（Pl8） 弖28％（lt18） 12端qt16） 8．8％ 2．7％

水色　 　 　 　 　 （自） 認 6竃（呈し16）　　19．6暗（P16）※ 1巳銚（it！8） 135％（b16） 11．銚（b18） 10．2器 2．了％

みかん （蜜桝）色 （植） 3al％（v5）　 沂 〔罵（セ6）※ 　認 6％（げ了） 14．3器 2．醗

桃色　　　　　 （植） la6賠（p2）　　弖7L6駕（1t2）　※　　1〔廴∈嘴（p24）　　16，　E闘（【t24）　　122賜（p4） 16．瑞 0．窩

紅 （ぺ に）色　 　 （植） 32 ．4器（yl）　 2 了．7 器（り2）※　 　10．8％（Ψ24） 25 ．0％ 4．璃

卵色　　　　　 （動） 16．9％Gt8）※ 　 16 ．9寒（off 脚8）　 14，2露（v7）　 ll．5器（v8 ） 31 ．0％ 9．5瑠
紫紺　　　　　 （植） 19 ．6％（dk20）　 17 ，6躬（dp累〕）　 16 ．2％（dk22）※ 22 ．3冩 24．3鑑
群青 （ぐんtよう）色　 （鉱） 20 ．9諾（dp正8）　 且6．2％ω 9）※ 　11．5器（dkl8） 37 。2％ 旦4．2％
さび （鐇）色　 　 （鉱） 13．5鑑（dk4）※ 　12，2駕（dp4）　　11．5器（dp4）　 宜0．8％（齠 ） 31．1男 2G．9％
小麦色　　　　 （植） 26 ．4％（dp6）　 ！8，9冩（d6）※ 42 ．5％ 12．2％
ね ずみ （鼠）色　（動〉 20 ，2％（N5．5）※　 U ．9％（圃 ）　 10．且％（妬．5） 50 ．7％ 哩．螺

ベ ビーピン ク　　 （植） 16 ．9器（p4）　　 1 咥．眺（p2）※　12．2器（p24） 32 ．4罵 23 ．6％
ピ
ー

チ 　 　 　 　 （植） 17 ，6需（lt2）　 12 ．8冩（［t24）　 目 ．5％（b4）　　　　　 〔9．5器（p4）※〕 52 ．7％ 5．4器
サーモ ン ピン ク　 働 ） 15，5％（b4）　 　 14．9瑤（b2）　 　 U ．5觜（lt2）　 　 　 　 　 〔8．瑞 （lt4＞※） 47．3％ lo．8器
うぐい す （鶯）色 （動） 19 ．6駅いIO）　　且 1，5駅d10）※　10．甥（曲 10） 41 ．2男 17 。6鮨
鮒   魯　 働 23 ，0％（p8）　 　 旦2．8％（off弼）※ 卓 6．6％ 17 ．6瓢
金茶 　 　 　 　 　 （他） 18．9器（dp8）　 　10．8％（dp6）※ 33．甥 37．2％
あかね （茜）色　 （植） 1　5．　5冤（Ψ3）　　　　　ユ　3嘲　5露（v4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔6．　　正％（v2）　※〕 45 ．3鑑 25 ．7駕
すみ れ

（欟 ，魯   1　2．　2％（v別 ）　　　　］　1，　5匿（v22 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔7．　4斑（v21 ）※〕 56 ，】賠 20 ．2累

若草色 　　　　 （穂） 2　5．　α駕（vli）　　　　墓　O．　8％（b10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔8り　　耳％（v10 ）※〕 52 ．7％ 11 ．5％

3B
草色 （植） 18．劉（v12 ） 1τ磁 vlo） 1a跳（v1D1 正．靄（dp12）　　正α　1％（v13） 〔a7器（d10）　 ※〕 21 ．7鰭 4．了％

なす （茄子）紺 （植〉 25．呶 dp22） 18、蝋 dp20） 1戞螂（dk20） ！2 錙（dk22） 〔α〔窮（Ψ10）　 ※〕 14 ？9％ 15 ，5鑑
紺 （ネーピ功 ト 〉 （他） 30 ．4罵（dPl8） 19 ．6器（dk蟹〕） 15．5駕（dk置8）※ 25 ．7駕 8．8％
あずき （小豆）色 （植） 31 ．8器（dp24） 2i ．6瓢（dp2） U ．5％（v1 ） 〔了．碯 （dk2）※〕 31 Ψ7％ 3．嬬

れん が （煉 瓦）色 （鉱） 31 ．8％（dp4） 27 ．0器（dp2） 〔2．O％（d4）※） 33 ．8斑 7．4鑑
マ リン プル

ー
（自） 2 了．0％（v18 ） 且4．2％（b且8＞ 12 ．2器（b16） 〔5．4％（vl6 ）※〕 4K ．2％ 5．4％

紅梅色 （櫃） 29 ，i％（ゆ 12 ．2冩（v24 ） io．8％（v2 ） 〔2．0冩（lt2）※〕 32 。6％ 】5．3露
ま っ （抹） 茶色 （飮） 25 ．7％（dP【の 12 ．8髯（dlo）※ 12 ．8需（dkio） 44 ．6鰭 4．且％

ス トロ ベ リー一皿 （績） 2 了，7需（v2 ） 凵 ，5冨ω ）※ ロ ．5％（b24） 43 ．2％ 6，1％
コ バ ル トプル ー

（鉱） 19．6駕（v18 ） 18 噛2鑑（vl9 ） 〔4，　1冤（b18）※〕 38 ．6駕 23 ，6％
こ け （苔）色 （植） 20 ．9％（dUlu） 12 ．2％（dk蓋2） 〔3，4胃（d10）※〕 51 ．4％ 15 ．5器

緑胃 （ろくL星う）色 （鉱） 21 ．6賭（v14 ） 10 ．8男（dPl4） 〔1，4％（d孟2）※〕 41 ．2％ 26 ．嬬

一 ．＝ 3 ［ 一一v− ：コ
N 工工
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lC
銘

（ ）由来

10 ％ 以 上 の 麟 （ ）PCCS トーンの 略号

〔　 〕 JIS 近似色 童O％未溝

※はJIS 値近似色 旦

の反応

o％未満 回答不可

あん ず （杏）色 （植） lo．8 冤（v3）　 10．8 賠（dp2） 〔0．o累（it6） ※｝ 53 ．嬬 25 ．0晃
もえぎ （萌木萌黄）椋） ｛3．5 ％（vl2 ） 〔6．8路（blO） ※〕 《3．9罵 42 ．6箔
えん じ （臙脂） 働 ） 12 ．8 男（dp24） 〔9．5％（dp2） ※） 4亟．6毘 42 ．6鑑
コバ ル トグリーン （鉱） 旦2．8 男（bl2）※ 6岨．9箔 22。3％
胃竹色 （植） 12。2 冩（vl3 ） 〔2．7瑠（ltl4）※〕 了o．9％ i6 ．9％
江戸紫 （地） 12．2 胃（dp22） 〔且．4％（dp2戞）※｝ 壌9．3男 38 ．5％
えび （蝦）茶 働 ） ll．5 ％（dp2） 〔2．o冩（飆 ） ※〕 56 ．了％ 3 呈．8冩
ベ ビープルー （他） lo．8 冩（P18） 〔6，8％（p16） ※〕 40 、1％ 嘆9。1％
ブロ ン ド （他） lo。1 ％qt8）※ 52 。7％ 3 了．2財

か っ （褐）色 （他） 互o。1 瓢（齠 ） 〔了。端 （dk6） ※〕 64 ．9％ 25 ．o冤

銀ねず（シ1匪 蜘つ （鉱） 10．瓦 鮒（itgzz） 〔4．跳 （幣．5）※〕 58．互箔 31 ．8黠

2C 甚D
盤

　 　 　 　 （ ）由来

J 互S値近似色 10 ％未満

の反応

回答不可 酩

　 　 　 　 （ 〉由来

JIS 値近似色 lo％未満

の反応

回答不可

さん ご （硼瑚）色 働 ） 6．8 ％（b2） 84 ．5％ 15 ．5％ カゼ （樺）色　　（殖） 2。0渚（dP4） 35 ．8瑤 64 ．2％
鉄色　　　　　 （鉱） 3．4％（d  14） 68．2箔 31 ．8％ こは く色 （了ンノト） （鉱） 4．7％（d6） 3 塁。5器 65 ．5黠

べ 一
ジュ　 　 　 働 ） 1．4％（登6） 65 ，5器 3 塗．5％ チ ャ コ ール グレイ （他） 3．嬬 （醸 の 34 ．5財 65 ．5器

は と （鳩）羽色　 （動） O．了％（d22） 62 ，2罵 3 了．8％ タ
ー

コ イズブルー（鉱） 1。4財（bl6） 33 。瑞 66．9％
藤 （ふ じ）色 　 　（植） 3．嬬 （k 累D58 ．1財 哩 1．9％ ス カ

ー
レッ ト　 　 （他） 2．o％（ゆ 31 ，蝿 68 ，9％

あやめ 　 　 　 　 （植） 6．1％（v21） 56，8％ 43 ，2賠 ビーコ ッ ク グ 1ノーン勸） 韮．4％（v13 ） 30 ．4器 69 ．6％
セ ル リア ン ブル

ー
（他） 9．5％（b16＞ 55 ．4尾 44．6％ とき （鴇）色 　 　 （動） 0．了％（it24） 25，0冤 75 ．0箔

才 り一ブグリーン （植） 正．4％（出dO） 50 ．裼 49 ．3％ ききょ う桔梗）色 （植） 1．4瓢（ソ19） 24 ．3瑠 75 ．7鑑

！D lE
オ リ

ー
ブ　　　 （植） o．7 斑（dk8） 49 ．3財 50 。7冩 納戸 （なん ど）色 （他） 0．0器（d16） 21 ．0％ 79 ，鯔

カ
ー

キ
ー
　 　 　 （鉱） 塁．且％（d8） 45 ．3％ 54 ，7驚 ライラ ッ ク　 　 　 （植） 1．4％（lt22） 20 ．9％ 79 ．1器

カナリヤ色 　 　 　（動） 3．4％（b8） 45 ．3階 54 ．7％ シア ン 　　　　 （鉱） 且．嬬（v9） 且2．2篝 87 ．8財

利休ねずみ （鼠） （人） i．4％（N5．5） 48 ．3箔 51 。7驚 きな （生成 ） り色 （他） 0．7器（offw8） ll，5％ 88 ．5％
古代紫 　　　　 （他） 省．1％（v2D 弓6．6％ 53．弓％ 新橋色 　 　 　 　 （地 ） 0．0露（m6 ） io．8鑑 89 ．2鬼
る り（瑠璃）色　 （鉱） 2．了冩（Ψ18） 42 ，6％ 5 了．4％ すおう （蘇芳）　 （植） 0．0％（d2） 且o．嵎 89 ．9冩
ラベ ン ダー　 　 　（植） 0．7器（R22） 39．9男 60 ．置％ あさぎ （演葱）　 （植） 0．曠 （b16） 8．8鬼 9 量。2賠
セ ピア　 　　 　 　働 ） 0．0％（嬾 ） 39 ．2冩 60．8％ モ ープ　 　 　 　 （他） 0．0器（dp膨） 8．1屠 91 ．9賠
ぼ たん （牡丹）色 （植） 9．5冤（v24） 39 ．2％ 60 ．8％ たい し 代赫）色 （鉱 ） 0．0％（dp2） 7．4％ 92 ．6 鑑

露草 （噂くさ）色 　 （植〉 0．0 器（Ψ鋤 38 。5鑑 6 且．5鬼 は なだ （縹）色　 （他） 0．0％（d18） 5．4％ 94 ．6瑤
青磁色　　　　 （他） 0．7％（dl2） 3 了．8寄 62．2財 マ ゼ ンタ　 　 　 （地） G．0箔（Ψ24） 5。嬬 94 ．6賠
島 か 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　鮨

幽一
色名 （ ）は由来の賂 （植）植物 （動）動物．　 （鉱 ）鉱 甑　 （飮）飲食物．　 （鋤 地名．　 （自〉自然現象　　（人）人名．　 （他）その 他

で 色域に広がりをも っ て反応 して い るも の である 。 12
語の うち，草色，紅梅色，ス トロ ベ リ

ー，緑青 （ろ く

しょ う）の色名は ， 女子 で も 3B に 分類された。しか

し女子 で は ， ま っ （抹）茶色 ， れ んが （煉瓦）色，こ

け （苔）色 ， 細 （ネービ ープ ル ー）は 2A に，な す

（茄子）紺，マ リ ン ブル ー，あずき （小豆）色，コ バ

ル トブル
ー

は 2B に分類され ， これ らの色名 は，男子

より認識が高い傾向にあ っ た 。

　 10 ， 20 に属する色名は，反応 した色票 に ばら つ

きがあり，JIS値近似色票 からもかけ離れ て反 応す

る な ど，色 の 認識が難 しい傾向の も の で ある 。 1（⊃で

は，あん ず （杏〉色，もえぎ （萌木 ， 萌 黄）， えん じ

（驤脂），
ベ ビーブルー

な ど 11語が分類されたが ， 女子

では ベ ビーブル
ー，え ん じ （臙脂 ）は」1S値近 似色

票 に 高反応 を示す IA に分類され ， 性差が認め られた 。

また 20 には ， さん ご （珊瑚）色 ，
ベ ー

ジ ユ
， 藤 （ふ

じ）色など B語が属 したが ， 女子 で は藤 （ふ じ）色は

L一 コ

lB に分類されでおり，男女の差が認め られた。

　 】D ， 1E は ， 色名か ら色を具体的 に結びつ けられ

な い 割合が高 い 色名で ある 。 1D で はオリーブ，カ
ー

キ
ー
，古代紫，ぼたん （牡丹）色など 19語， IE で は

納戸 （なんど），ライ ラ ッ ク，き な （生成） り色な ど

11語が含まれた。女子 で は 1D に 8語 ， 1E に 10語が

分類 され，男子 より回答で きな い色名は少なか っ た 。

男女とも回答できない色名は ， 限られた分野 で 使用さ

れる色名や，日常生活か らか け離れた伝統色名，ま た

は
一

時期流行 し，その時期を知 らな い と理解で きな い

色名な どで あ っ た。一方，認識に大きな性差が認 め ら

れ た色名は，ぎな （生成）り色 で，男 子 で は 回答で き

な い 被験者が 88．5％を占めたが，そ れに対して，女子

の 被験者 は 13．4％ と低 く，また，そ の 認識も JIS 近

似色票の 3，0Y9 ．C／1に 55．9％ ，次 い で 3．5YB ．7／3．2

に 13．9％と被験者の 69．8％が，色名の色を正確に イメ

ージして お り， 1A に分類されていた 。 きな （生成）

4 ［ 一一一 III
…1．『

「
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　
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り色 は ， 自黙のまま て ， 染めた りさ らした りしな い糸

や生地 の 色の こ とて ある 。 フ ァ ッ シ ョ ン に敏感な若い

女性は，洋服や生地の色を呼ひ表すとぎに使用頻度か

高く ， それか色名の認識 に差か生 じる要因と考え られ

る 。

　 1A − 1E のクル
ープの色名を比較 した結果，女子

の方が色名の色み 正確に イメ
ー

シし ， 多くの 色名を認

識して い た。 こ の こ とは色 の 嗜好や服装色などか影響

して い る の て はない か と思われる 。 男 1生は好みか特定

の色 に集中しやすく ， 女性は好 み か多色に分散し，ま

た女性の 服装色 は，色の 嗜好や個性表現さ らに流行色

の浮 き沈みの激しさ などによっ て男 1生よ り多 くの色を

用 い る
4）5）

。 こ の ような女性の 傾向か ， 色 に対 する 関

心や，色名の認識を高め て い ると考えられる 。

　43 。色名の認識における性差，世代差

　 1貫用色名の認識度 の 9タイプの 分類を，若年層男 子，

若年層女子 ，そ して ，その母親にあた る世代，それぞ

（1》讎 、世代蓬がな い色名

　 　 1面 ゑ 画 の mm 合 ff（濁
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れ にっ い て 比較 し検討 したものが，表 2−

（1〕  （3＞で ある 。

　4。3．1．性差 ， 世代差がな い色名

　だれもが色名の色を正 確にイメ
ー

ジ で き

る語は ， だ い だ い （又はオ レ ン ジ）， 肌色，

ク リ
ー

ム色な ど 1A タイプに属 して いる 9

語で ，
こ の 9語 ほど正確ではないが，墨，

チ ョ コ レート色 ， くり （栗）色な ど 10語の

色名も色名の認識にやや差が あるものの性

差 ， 世代差な く認識されて いる色名である 。

一
方，認識があ い ま い な色名 は ， コ バル ト

グリ
ーン，かば （樺）色，認識されて い な

い色名はシアン ， モ
ーブ ， 新橋色な ど 7語

で ，これら は，主 に 伝統色名 や染色 ， 印刷

業界で用 い られて い る色名で ある ため，性

差 ， 世代差に関係なく全 く色名 と 色が結 び

つ かなか っ た 。

　A。3、2。性差がある色名

　慣用色名の認識が，若年層の女子とその

母親 にお い て ， 同
一

また はそれに近 いタイ

プ に分類さ れた の に 対 し，男 子 は女子 とは

差 が生 じた，きな （生成）り色，え ん じ

（臙脂），
ベ ビ

ーブル
ー

， 江戸紫など 15語は ，

色名の 認識に性差があ る と い え る 。 特 に性

差が 生 じた語 は ， きな （生成）り色で，女

子 は服装の 色を呼ぶ とき によく用 い る 。
ベ

ージ ュ ，水色，紺 （又はネービーブルー），

藤色 ，えん じ （臟脂）なども服装色 として

よく使われて い る 。 服装の色は，男子が特

定の 色域 に集中 した色を着用する傾向に対

し ， 女子 は比較的多 くの色域 に分散 した色

を着る傾向に ある 。 女子 に と っ て は，服装

の色 が，色の関心度や色名の使用頻度を高

め，色名の 認識度 にも影響 を与え て いる要

因 の
一

つ とな っ て い る と考 え られ る 。

　4．3。3。世代差がある 色 名

　
ll

鬟用色名の認識が ， 若年層の男女におい

て ， 同
一

またはそれ に近 い タイプに分類さ

れ ， 母親は若年層 と差を生 じた語 は，チ ャ

コ
ール グレイ，きぎ ょ う （桔梗）色 ， カナ

リヤ色 ， オ リ
ーブグ リーン な ど B語 で，こ

表 2　 色名の認識度

（DtttfE世代差がない 色名

色 名 　　議

圭乱淤 凪 圏．3B．
あい まい

Iq2c．
嬲

mIE

女子 　 　 男子 女子　 　 男子 女子 　 　 男子

時代　　JIS

ケ．JISS6驪

兀 JISS  

乳 」匸SS6006母親 i若年 i若年 母親 i若年 1若年 母親 i若年 i若年

だい だい （勘 ジ） IAilA ほ A
」　　　　　　　　‘ 1

明治 ク．入 電

肌色 1AilAi 童A
　　【
」 b 現代 ク．入 よ

クリ
ーム 色 覧Ai 量AilA 5

‘　　　　　　　　L5

明治

山吹色 且AilAilA1 　　1 ： 鞍 ク．λ 屯

か き （柿）色 1AilAiIA ． 1
鞍

あい （藍）色 1Ai ！Ai ］A … 鞍 タ．凡 毛

朱色（バ
ー
ミll切 1A ヨ AiIA ：

1　 … 奈良 ク．入 工

桜色 1AilAi 且A
【

し　　　　　　　　　」 鞍

ひまわり色 1AilAilA … ；　　　 、 現代

墨 2Ai2Ai2A 卜
8
　　 ［ 鞍

チ ョ コ レ
ー一

ト色 2Ai2Ai2A 」　　　　　　　　圏 現代

くり （勳 色 且BilBliB
｝　　　　　　　　1

劉

空色 （劫 イカト） 2Bi2B ：2B
6

鞍 ク．ス

幌色 2Bi2B ［2BL
　　　　　　　　l

　　 1 1　 i 炉 ク．内
サ
ー

モ ン ピ ン ク 2Bi2Bi2B 1
　　「
」 現代

ピー・チ 2Bi2B ；2B ・
：　 i … 現代

あかね （茜）邑 2B ｝2Bi2B
　　ト
i 」 鞍

2B ： 2Bl2B　　卜　　　　　　　　L
1　　　　　　　　」
1　　　　　　　　」

卜　　　　　　　　1

卜　　　　　　　　墜 明治 ；

講 騨
3Bi3Bi3B1

　　　　　　　　」
【　 i 職 ク，入

コ バ ル トク リ
ー

ン L lci 且Ciic 現代

創 ま （樺）色
L　　　　　　　FL

l　　　　　　　iiDilD ｝m 炉

シア ン
」　　　　　　　　［
1 旦Ei 亅Ei2E 現代

モ
ー

プ
1　　　　　　　1

量Ei 】EilE 現代

新轎色 1　　　　　　　　［ 且Ei 】EilE 明治

マ ゼ ン タ
　　：
［

I　　　　　　　　L
　　」 lEijEi 【E 現f辷

すお う （蘇芳） lEi ！巳 ilE 奈良

たい し袱 赫）色
．

… lEiI ε ilE 明治

は なだ （縹）色 LlEilEilE 奈良

（2）性差があ る色 名

きな （生 成） り色 IAilAi 「

亅
　 　 　 lE 現代

えん じ （鬮 旨） 里AiIAi lC … 明治 ク．
ペ ビ

ー
ブル ー lBiiAi

’
　　 IC

」
現代

江芦紫 田 i田 i ，　 　 IC1 　　： 舮

ぼ たん （牡丹）色 2Bi2Bi
1 亅

　 　 　 1D 距

藤 〔ふ じ〉色 2BilBi
1

　 　 　 2CL 鞍 ク．屯
あやめ lBi2Bi i　

’
2C1 　　　　　　　　」 室町

べ 一ジ ュ 2Bi3Bi
’
　　

‘
2C ト 現代

銀ねず伽 て一ルの 2Bi2Bi
邑
　　

IIC1 　　　　　　　　匠
」 炉

ブ ロ ン ド 2Bi2Bi
‘
　　

11C

【 明治

古代紫 3Bi2Bi 1 、ID 明治

さん ご （珊瑚）色L｝ 3Bi3Bi i　
」
2C

己　　　　　　　　｝
　　1 明治

カ ー
キ
ー 2Bl3B ；

1 lD 明治

水色 1Al2Ai2Bi
　　　　　　　ト
幽 i　 1 鞍 ク．乳

紺（客
・
ビ
・・力の 2A ； 2Al3B1 　　　　　　　　暄 … 飛島 ．

（3）世代差がある色名

チ ャ コ
ール グレイ 2Bi

52ci

、ID 現代

ききょ う嚇梗 ）色 2Bi 　 　 、 i1Ci ‘
1DL 被

カ ナ リヤ色 2Bi　 I 、ICi 1　　 1D 舮

オ リ
ー
プク リ

ー
ン 2i3i 2ci2C

　一
現代

『 一

もえぎ （萌木萌鋤
　 ［ L
2B ・　 F i2CiIC1 　　　　　　　　【

」 平安

か っ （褐）色 2Bi ，2C ： IC．　　　　　」 江戸

肖

えび （蝦）茶 2Bi ，ICIICi 　 ， 明治

鴃色
　 」　　　　　　　　乙
3B ： 、　　 　 2C 1Di 舮

）9Ee・H弋G｝類 　　6）　11）　12）
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れ らの語は ， 若年層 より母親の方で 認識が高か っ た。

なか で もチ ャ コ
ー

ル グレイの 語 に，差が み られた 。 チ

ャ コ
ール グレイの色名は，戦後の経済成長時代に

一
般

化 した色名で
6〕
，こ の時代 を知 っ て い るか否か によ っ

て ， 色名の認識も分かれたといえる 。 また ， 嗜好色に

つ い て
， 「暗い青，黒 ， 茶な ど は加齢と と も に ，好 み

の増加する色 で ある」と日本色彩研究所の調査報告
7）

にあるが，えび （蝦）茶，か っ （褐）色，オリーブグ

リーン の茶系や暗い 色の語がみ ら れ る 。

　4。4．JHS値と色域の異なる慣用色名

　若年層男子で JIS 値近似色票 よりやや異な っ た色

域 に反応が示され た 15，E％の色名 ， 16語 （表 1− 2A ，

3El）に つ い て，三 属性のどの 属性で相違がみ られる

かを分析し，若年層女子と母親の結果 と比較 した （表

B）。

　 16語 の 色名の 中で，高彩度傾向を 示 した色名は 10語

と多か っ たが ， か ら し （芥子）色，チ ョ ：］レ
ート，草

色，紺 （ネービ
ー

ブル
ー

），れんが （煉瓦），紅梅色は ，

女 子
， 母親で も同傾向に あ り，性差 ，世代差が み ら れ

なか っ た 。 しか し，コ バル トブル
ー

は男子のみ に高彩

度傾向が示された 。

一
方 ， 低彩度傾向はス トロベ リ

ー
，

こけ （苔）色で ，若年層の 男子 と女子にみ られ た 。 ま

た ， 低明度傾向は墨 （すみ）で，男子 ， 女子，母親と

もに顕著で あ っ た 。 色相におい て は ， マ リ ンブル
ー

の

語に，男子の み 窗に寄る傾向が み られた 。

　遅。5。生活意識における性差 と慣用色名の認識

　
11
貫用色名の認識調査と同時に男子 の 生活意識調査も

実施 した 。 図 ？は 18項 目の質 問に対する男子 と第 1報

の 女 子 の 平均評点 と，男子 と女子間 における平均値 の

差の検定結果を図中に示したも の で あ る 。

　その結果 ， 日項 目に お い て は有意差 が認 め ら れず，

男女 とも，コ マ
ー

シャ ル に対する反応は敏感であり，

新 し い もの に興味を持 つ 積極 性がみ られた。一方， 男

女 間 で有意差が認め られた 項 目は ］0項 圉 G ％水準 5

項目， 5％水準 5項目）あり ， 男 子 は女子 に比 べ
， 経

済の動き に 対 し て の 関 心が強く，外国文化へ の 関心や

読書量もやや上回 る傾向がみ られた。だが，手工芸的

な染織や旅行に対する関心 は女子より低 く ， 嗜好色 に

お い て は明 る い 色を好む傾向 にあ っ た。

　次 に男 子 の評定 を因子分析 （主因子法 ， バ リマ ッ ク

ス 回 転，固有値 LO 以上）を 行 っ た結 果 ， 7因子が抽

出さ れた 。 表 4は各因子 の 因 子 負荷量 で あ D，表 5は

因子名とその寄与率で ， 累積寄与率は65．0％であっ た 。

第 1因子は，動植物に関心が あり，季節の移 りかわ り

に敏感である と こ ろから，自然派志向性の 因子 とした 。

第 2因子は好きな色に対する好みの因子 で ，色彩嗜好

性の因子と した 。 第 3因子 は ， 日本の風俗 や習慣 ， 外

国の 文化，染織等へ の 関心 に対す る 因 子 で 文化的関心

性 の因子と した。第 4因子は人工的なものや化学繊維

に対する因子 で ， 人］二的志向性の因子 とした 。 第 5因

子 は新し い も の や コ マ ーシ ャ ル ，政治，経済に 関 心 が

あ り， 物事 に対する積極 的姿勢がみられると こ ろから ，

積極的活動性の因子 とした 。 第 6因子 は読醤や旅行に

関する因子 で趣味性の因子と した 。 第 7因子は性格が

慎重 で あると こ ろから ， 慎重性の因子 とした。 女子で

は慕本的因子 として ， 第 1因子 は文化的関心性 ， 第 2

因子は色彩嗜好性など 8因子 （累積寄与率68，9％）が

抽出されたが，男女闘での因子の構造には差異がみら

れた 。

4．6．慣用色名の認識 に影響を与える要因につ い て

4．6。1．顔料の 色と色名の 影響

表 3　 JIS 値と色域の異 な る 慣用 色名 （性差，世代

　　　差の 比較）

酩 逸 れた方向 （※顕 著）

男子 女子

窟 繭 糊 母親

墨 （すみ） 低明度　　　 ※ 左同　　　　※ 左同　　　　※

か らし （芥子）色 高彩度　　 　 ※ 左同　　　　※ 左同　　　　 ※

茶色 （ブラウン） 色橿赤みの橙 銅

チ ョ コ レ
ー

ト色 高彩度　　　※ 左同 左同　　　　※

草色 高彩度　 　 　 ※ 左洞　 　 　 　※ 左凋　 　 　 　 ※

なす （茄子）紺 高彩度　　　※ 男
一
∫と同 じ　 ※

鯲 （ネ
ービー協卜） 高彩度 左岡 左同　 　 　　 ※

あずき （小豆）色 高彩度 齣

れんが （煉瓦）色 高彩度 銅 左「司　 　 　　 ※

マ リンプルー 色椙青

紅梅 色 高彩度 左同　 　　 　 ※ 銅

まっ（抹〉茶色 高彩度、低明度 銅

ス トロ ベ リ
ー

色相赤、斡 低彩度 やや顳 鍍

コ バ ル トブル ー 高彩度

こけ （苔）色 低彩度 低彩度

緑胥 （ろ1し占う）色 高彩度 高彩度　　 　 ※

水色 高彩度

ペ ージュ 轎 彩度、低朋度

あんず （杏）色 高彩度　　　※ 銅　　　　　俑一〔
カ
ー
キ
ー やや 高彩度

レモ ン色 低彩度　　 　 ※ 銅

さん ご 低彩度 　 　　 ※ 色相紫

群青 （駕 よう）色 低彩度、低明度 低 彩度　　　 ※

ピンク 色相赤紫み

黝 色相青み

みかん （蜜拑） 色 色相赤み の憧

焦茶 （κ一ント了ン’1−） 色檀黄み の榿

若草色 高明 度　　 　 ※

エ メラル ドグリ
ー

高彩度

騰 低朋度　 　　 ※

甫竹色 融

オ リーブ 高彩度

鉄色 色相 黄

［＝＝＝：＝ ＝：＝ ：＝ ＝ ］ 7 ［一 　　　　　　　　　　コ
N 工工
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　 1 ．花 や 水な と煎物 に昌q心があ る

　2 ．畢 節 の移 り変わ りに 敏感で あ る

　3 ．臼本に古 くか ら伝 わる 風 俗や習 慣 に 蘭 心 があ る

4 ．外国 の 文化 に 蔭駈心が ある

　5 ．手エ 芸的 な織物や染色 に 関心が ある

6 ．化学繊維 は便利であるの でよ く使 う

7 ．人工 的なものが好きであ る

8 ．政治 ・経 済の 動 き に 関 心 が ある

9 ．テ レ ビの コ マ ーシ ヤ ル をお も しろい と思 うこ とがよくある

lO ．旅 行には よ く行 く

11 ．航笹 はよ くす る

12 ．好 き な色 は 派手 な色 よ り地 味な 色 である

13 ．好 きな色 は明る い 色よ り暗 い 色で ある

14 ．好きな色は暖色系 の色 より寒色 系の 色である

15 ．鳥や 動物に5騒心が ある

16 、物篳Fには積極的に取 り組 む タイプであ る

17 ．新 しい 物 に は興 味をもっ

ユ 8 ．性格は恨重派 であ る
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図 2　 生活意識のイメージプ ロ フ ィ
ー

ル

　慣用色名の 認識にお い て ， 水彩絵の具 ， ク レヨ ン ，

ク レ パ ス に使用され て い る 色名は，そ の 顔料を使 う こ

と によっ て ，色名と色が具体的に結び つ き，色名の 認

識に強い 影響をあた え て いる
DE）

。 調査色名で顔料に

使用されて い る 色名 につ い て，表 1か ら抽出 して み る

と 1A − 6語． 2A −
｝語． 1B − 1語。 2B − 5語

と認識の 高 い グル
ープ に色名が属 し て い るが ，

これ は

女子 の方が より顕著な傾向が み られた 。

　表 6は顔料に用い られて い る色名に つ い て，そ の

JIS値と 顔料の 測 色値 を 添 え ，男 子 ，女 子 ，そ して

母 親の反応色と Jl＄値を比較 したもの で ある 。 だ い

だ い
， 肌色 ， 山吹色 ， 藍色 ， 朱色 は性差 ， 世代 差 な く

，

Jl∈3値 に最も高 い反応を示 し，色名と色 は正確 に結

びつ い て い た 。 だが ， 群青色は ， 男子 ， 女子 ， 母親と

も に ，JIS 値よ り 低彩度 の 傾向 の 色 に つ なが っ た。
一

方， レ モ ン色は男子がJIS 値に高い 反応 を示 した

が，女子は低彩度化がみ られた 。 桃色は男女，母親と

も JIS値よ り赤紫み傾向で ， 男子 はや や高明 度の傾

向にあ っ た。焦茶 は女子 で は JIS 値よ りやや 高彩度

化が 認め られ た 。 水色 は，若年層 の男子 が JIS 値よ

り高彩度に 反応したが，みかん色，土色は若年層の女

子の方がJIS値 に高い反応があ っ た 。

　表 2− （1）（2）  を み る と， 」旧 S6006 「鉛筆及 び

色 鉛筆」
巳）

， JIS 　S 　6026 「ク レ ヨ ン 及 び パ ス」
9）

，

Ji＄ S6028 「水彩絵の具」
lo）

など ，
　 JI＄ で も取 り上

げられて い る色名は ， 色名の 認識が高か っ た 。

一
方 ，

認 識の 低 い 色名の 中 に，JI∈3顔料名 は み ら れ な か っ

た 。 また，色名の 発生 した 時代 に つ い て 比較する

と
6m ＞12）

，色名の 認識に は時代 の 新旧 に は 関係が み ら

れ ず，それぞれ の時代の文化や隼活環境などと関わ り

を深 め ， いかに頻度高く用 いられて い るかが ， 色名の

認識度の 高さ に関連して い る と思われる 。
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生活意識の因子負荷

1　 因 子

　O ．946670
　0 ．716800
　 0 ．709331
　0 ．083049
−OgQO8095
　0 ，工76630
　 0 ．034497
　0 ．283345
−0、工774i5
0，08274 三

〇．059659
0．228804
0 ．331964
−0 ．011183
0 ．037304
−O ，063160
0 ．297121
0rO75140

　　　　量

2　 因 子

　O ．0589 工8
　0 ．076306
−O ．026967
　0 ，839973
　0．778678
　 0 ，049702
　0．075998
−O ．038022
−O．0 〔｝3943

0唖042294
0，382069
−0．工47805
0 ．159133
0 ，024876
0 ．271762
−0 ．OO7399
−O ．161418
0 、074135

（男子〉

3　 因 子

一〇マ138825
−0 ．074016
−0 ．176921
　0 ．028168
−0 ．174731
−0 、793726
−0 ．766713
−O ，653877
−O ，025512
−O ．328793
0 ほ 38444
−O ．014385
−O ．157589
0 ．109917
−O ，441944
−O ，175649
0 ．127307
−O．017443

4　 因 子

　o．e65480
　 0 ．099579
−O ．02agOO
−Or154599
　0rO65175
−O ．094907
　0 ．065682
−O ．13763B
−0 ．8 工6751
−0 ．6188Q9
−o ．595446
0 ．O 工3867
0 、OO9579
−0 ．214591
0 ．10814Z
O ．059628
−O ．199776
−O ．048881

5　 因 子

0．094930
0 ．128700
0 ．153415
0 ．024618
0．039420
0 ．052836
0．070218

−0 ．005362
0 ．073786
0rO37882

−O．184213
0．712221
0．641155
0 ．585945
0 ，553803
0 ．016597
0 ．275268
0 ．07528 「

」

6　 因 子

　O．OO1314
＿O．010717
−O．OO3099
−O、G20576
　0 ．097905
−O．090866
−O ．176443
　0．084792
0 ．030338
0 ．037907
−0 ．069133
−0 ．工17212
−O ．216058
0．301206
−O ．01521 エ
ー0 ．836529
−O．541455
0 ，004000

7　 　因 子

一〇．024793
−0 ．G44095
　0 ．296331
−O ．077457
　0 ．225416
　0 ．181208
−O ．OO3961
−0 ．269154
−O ，G500S7
0 、146534

　0 ．119664
　0 、160821
0．111621
−0．ISO214
0 ．e23923
0 噛047050
−O ．289833
0 ．8744 正1

表 6　顔料の色と Jl＄値及び反応色 の 比較

だ し、ゴごも、　 5YR6．5／13　　2 駐R6．5／］4

肌色 5VR＆i55YRS ／6

山吹佐　 　 IDva7．　5×13　10VR7／13

藍 色 2PB3f5Z 　5PR3／6

朱色 6R5．5／ユ4　　　了．5R5／14

み か ん色　 6搬 6．5／且3　 7．5踉7／14

黄 土色 ・　 】OYR6／7．5　 10皿 6．5／8

桃色 25RS．5／8　　7，5R盻．5／9

」焦茶

「
F 水色

5田 3／25YR3f3

6E8f47 ．5臼7f8

塵
5wa3．5〆4　　　工OR3，5／8

igSi’fif　 T．・5PB3．・5／1］ 5pe3，　5川
nl

レ モ ン色 8ys〆12 　 9Y8．　Sf］3

」IS値 と※比較

近似

近似

近似

近似

近似

近似

近 似

色椙赤紫み

近 似

高彩度

高彩度

近 似

近似

反 応 色

男　　子

若年 層

JIS 値に 最も高い 反応

JIS饐に 最も高い 反応

女　　子

若年層

E 　 同

左　同

J【S 値に 最も高い 反応 左　同

JIS 値 に 最 も高い 反 応

JIS 顧に 最 も高い 反応

JfS 値 よりや や赤みの 燈に 反応

JIS 髄 よ りやや 黄み の櫨 に 反応

」［s 傾よhP“高 明贋？や赤紫 魔 反応

」【S 絞 よ りや や 低彩度に 反応

JIS 穂 よ り高彩度に 反応

JIS 甑 よ りや や高彩 度に 反慮

JIS 髄 よ り低彩 疫に 反応

左 　同

左 　 同

JIS 題に 最も高い反応

JIS 値に 高い 反応

JIS 讎 よ りや や赤紫 み に 反応

J【S 箚よ りや や 晦彩度に 反応

左　同

」［S 笛 よ り高 彩度に 反 応

左　岡

JlS 葱 に 聶い 反 応 1訓 S 敏．よ り低 彩度に 反応

母親

左　同

左　同

左　同

左　同

左　同

男子 と同

JIS 値 よ りやや高明度に 反応

左　同

左　同

」！S 笛に 最 も高い 反応

男子 と同

左　同

左　岡

一一一！！

※べ んて る ク レ ヨ ン．サ クラ クレ ヲ ン （20 色）．サ クラ マ ット水 彩 （盧2色 ）．色名の HV ／ C

表 5　 生活意識に 関する基本因子 （男子）

因子 因子名 寄与率 （％ ）

i 自然派志向性 19 ． 5

2 色彩嗜好性 10 ． 8

3 文化的関心性 8。 5

4 人工 的志向性 8． o

5 積極的活動性 6． 5

6 趣味性 5． 9

7 慎重性 5。 8

累積寄与率

 

　 65 ． o

　4．6．2。パ ッ ケージ色や事物のイメージな どが与え

　る影響

　食品のパ ッ ケージ色は ， 今 日の成熟 した市場の中で ，

消費者の 購買意欲を六き く左右ずる働きを して い る。

そ のため，慣用色名は本来の物の色よ り， パ ッ ケ
ー

ジ

色や色彩豊かな印刷物な どの人 工 的な色 との関連が み

られた
D2）

。 図 3− （1）（Dはそれぞれの色名の JIS値 ，

物体色，パ ッ ケージ色 と
， 男子 ，

女 子 ， 母親 の 反応色

の 明度，彩度を比較 したものである 。

　か ら し （芥 子 ）色，チ ョ コ レー
ト， ま っ （抹）茶色

の反応色は，男子，女子とも にパ ッ ケ
ー

ジ色 に近似 し

た 色 に 反応がみ られ，こ れ は食 品本来 の 物の 色や，

［二＝＝＝＝＝ ニコ 1二二＝＝＝：＝］ 9 ［＝ ＝ 二二＝二二＝ ＝＝：＝＝：＝コ
N 工工
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Jl＄値よ り高彩度の 色に結びつ いた。ま た ， ス ト ロ

ベ リ
ー

の 語は，母親は果物の 色 に近 く，若年層の 男 女

はともに パ ッ ケ
ー

ジ色に近似した色で ， JIS値 よ り

高明度，低彩度傾向の色 だ っ た。外来語 の ス トロ ベ リ

ー
と い ち こ は ， 同意語で はあるが ， 若年層で は外来語

を用 い る こ とは
，

い ち こ本来の 色 で は な く，
パ ッ ケ ー

ジ色の人工 的な色 に結びつ ける傾向が示され た。

　表 7は ， うぐいす （鶯）色の 男子，女子，母親の反

応色をま と め たもの で ある 。 三 者と も に ， Jl＄値 よ

り高彩度化した傾向にあり ， 黄緑の色相に顕著 に反応

した 。 しか し， 鶯の 鳥の体は，茶褐色 である 。 よく

「梅 に鶯」と い うが，春に梅，桜，椿などの花蜜を吸

う習性の鳥は，メジ ロ で あり，メジ ロ の体は，暗黄緑

色を して い る 。 春の季節に，美しい声でさ えする鸞と，

梅の 花蜜を吸うメ ジ ロ を混同 したの で あろ う 。 鶯は北

海道 （繁殖期の ；時期の み）をのぞ けば ， 周年生患 し

て い る が，広 範囲 の 国々に 生 息 し て い る 鳥で は な

い
田）14）

。 「色 と文様江 戸 下 巻第 10集」に ， 白梅 に鶯

G8世紀）の文様が み られるが ， にぶ い黄緑色で描か

れ て い る
h ）

。 また 工 芸 の意匠 の 図案に も梅 に 鶯がみ ら

れる
16）

。 うぐい す （鶯）色 は情報 の少な い時代 の誤認

が ， そのまま日本文化に定着したもの と思われる 。 自

然破壊が深刻化 した現在，鶯やメジ ロ を み る こ とは，

容易 で はな く，
こ れ らを を知 っ た う え で う ぐ いす

（鶯）色を使っ て い くこ とが ， 得策と考え る 。

　慣用色名の認識は，物の本来の 色が直接反映する場

合と ， 印刷物な どの人工的な色や ， また 日本 文化の中

で 定着 した使用頻度 の 高 い も の など の 影 響を受け て 認

識される 傾向があるとい える 。 特に今日では入工的な

色の影響が強いが ， う ぐいす （鶯）色などの ように ，

地域，文化を大切 に しなが ら 色名が用 い られる こ とが

望ま しい 。

　4。6。3。慣用色名と記憶色の関連性

　慣用色 名は具体的事物と結びつ けて連想ずる場合が

多く ， 記憶色と のかかわ りを み るため ， 第 1． 2報と

同様 He11ming17〕の実 験結果 に墓 つぎ，検討 を試 み

た 。 記 ［意されやすい暖麁系統 （5Y 〜10Y）と，記億

され にく い寒色，紫系統 （5B 〜10RP ）の色名の認

識を比較 した （図 4）。 男子 で は記憶されやす い色名

（図 1 − A ．B ）の暖色系統 で は全体の 69．2％を 占め ，

記憶さ れ に く い 色名 （図 1− OaD ．E ）の 寒色 紫

系統 で は3B．9％ で ， 寒色 ， 紫系統は暖色系統に比べ
，

認識 が低 いことが伺われ る 。 さ らに，男女 の 結果 を

κ 検 定を行 っ たが ， 有意な差は認め られなか っ た 。

　また，表 Bの JIS 値と色域の異な る慣用色名を み

る と ， 男子 で は 16語 の うち 7割近 くが JIS 値 よ り高

value

Gl23456 了 8910 里i 匡21314
　 　 　 　 　 　 　 　 Chroma

J　 　 JIS　 　 　 　 MI　 ．若 年 届 の男子の 反応色
B　 　

・
物体色　 　　 IYI　　 ．若年層の 女子の 反応 色

P　 　 パ ケージ色　 W2　 　・母親の反応色

b．チ　 　 色名の 略

図 3　 〔1＞ パケージ色 とJI＄，物体，反応各色の比較

value

o　 屆

、

…議 鮗1凱 ．−
1
’．，

1
．”

1

麟叢
罰i

∵

i
1：1諸鐵鸞3
汁 1鑾讃，

　　　・．ス トtrベ リー．i

23456 了 89 且0 蓋【 i213 　 L4
　 　 　 　 　 Chroma

J　 　　 JIS　　　　 MI　　 若年層 の 男 子の 反応色

B　　　 物 体色 　　　　盟　　
・・
若年層の 女子の 反応色

P　　
パ ケ

ー
ジ色 　 眤 　　 母親 の 反応 色

ま．ス　　 色名の 略

（2） パケ
ージ色とJIS ，物体，反応各色の 比較

表 ア　うぐ いす （鶯）色の 反応色

譽
好

龠

19．5冤（v且0）
36．3X（d10）※

％ 以 ヒの 反応 　 　　 　　※ JlS 値近 似色 1砺 未漁 回答不可

1且、5％（dLO）※　io．i％鯨 10） 4E．2麗
一．
1了．碯

※ 別 、1％（dp10） 4D、眺 12 跳

且8．6冤（dp10）　【后．端 （dヒ且0）　IZ ［｝財（d1U）　※ 2B 砒　　 4．8鰭一
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彩度傾向のもの で あり，性差，世代差なく高彩度化が

み られ た 。 記憶色は ， 具体的事物と結 びつ く場合，物

の本来の色より高彩度化さ れた現象に つ ながる こ とが

多く， 物の色を特徴的に とらえようとする印象が，高

彩度 に誇張された結果につ なが り ， 慣用色名の 認識に

も 影響を あた え て い る も の と推察さ れ る 。

　5．まとめ

　慣用色名の認識につ い て ， 色名に対 しその該当する

色粟を抽出する形式の 色名認識調査 と生活意識調査 を，

若年層の男子 に実施 した。 こ の男子 の調査と第 1報，

第 2報を比較検討 した。

　若年層男子 の
1

質用 色名の 認識で は，115語の 慣用色

名に対 し， 認識がされ て い る色名は53．3％ ， 認識があ

い ま い な色名 18．1％ ， 認識され て い な い 色名 28．6％に

大別で きた 。 また色名の 反応色域を Jl＄値 と比較 し

た と こ ろ ， JI＄値よ りやや異な る色 に反応 した慣用

色名は，15．2％ で，そ の うち 7割近くが高彩度化して

お り，
こ の高彩度傾向は ， 性差 ， 世代差 に関係な くみ

られた 。 JI＄値と異な っ た要因は ， 物体色 よ り人工

色の 影響がある と 考え る 。 ま た，J1＄ S6D28 「水

彩 絵 の 具」， JIS　 S 　6026「ク レ ヨ ン及 びパ ス」，

JISS6006 「鉛筆及び色鉛筆」な どの 顔 料 に直接 ，

記名されて い る色名も，色名の 認識に影響を与え る要

因の
一

つ といえる 。 本調査 で は ， 男子 より女子の方が

色 票 へ の 反 応率は高 く，色名の 色 を正 確に イ メ
ー

ジ し，

色名も多く認識して い た。 こ の ことは ， 嗜好色や女性

の服装色 の 多色使い な どが ， 色 の 関心度につ なが り影

響して い る と思 われた 。 また，色名の発生 した時代を

比較 してみる と ， 時代 の新旧 に関係 なく ， 文化や生活

環境と深く結び つ い た色名の 認識が高か っ た 。 暖色 系

統の色名は，寒色，紫系統の色名より認識されやすい

傾向がみ られた 。
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　生活意識調査1B項目では，若年層女子 との平均値の

差の検定 より ， 廻項 目 で 男女閻 に有意な差が み られた 。

同年代の女子 に比べ ，男子 は経済や外国 の 文化へ の 関

心が高い 反面，手工芸に対する関心は低い傾向に あっ

た 。 また ， 因子分析で は ， 7因子 が抽出された （累積

寄与率65．D％ ）が ， 因子 の 構造 に は 男 女間 で 差がみ ら

れた 。

　色名は，生活環境をとりま く植物，動物，飲食物，

等々か ら由来して い るが ， その中でも特に植物 ， 動物

名が多く用 いられ て いる。 しか し，産業や技術 の発展

とともに，急速な環境破壊がなされ，環境悪化により

世界中の 多くの動植物が絶滅に瀕 して い る。こ のよう

な，社会環境は，色名の 使われ方 に，どう影響をあた

えて い る ものであろうか 。 今後は，色名の認識に つ い

て ， 動植物に着目 し取 り上 げて い きた い と思 っ て い る。
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図 4　 慣用色名の 色相分布
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